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現職においては、既存および第 4 世代原子炉（Gen-IV）の核設計手法の高度化、感度

解析および不確実さの定量化、並列計算および分散計算を用いた大規模シミュレーショ

ン、炉内燃料の最適化、原子炉物理学に関する教育、そして原子炉の安全性に注力する。 
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